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５.労使トラ 
ブルあっせ
ん・調停 
特定社労士が

補佐人として

参加しました
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３．急な引継 
ぎなどの依 
頼に応える 
訳ありの社労

士交代の依頼

が続きました 

２．実は二部 
屋続きにな 
りました  
会議室を 302

号室に移転し

内ドアを設置 

４．介護・派 
遣・紹介の 
許認可続く 
いづれも社労 

士が取り扱う 

業務です 

１.社労士２名・職
員３名の体制に 
スタッフ増員のパ

ワーを発揮します 

９．障害福祉 
事業所見学 
会を企画 

障害者の可能

性を信じ引き

出す施設です 

10．労働ＮＰＯ 
に加入して 
ブログ投稿 
労働者・フリ

ーランスの相

談にも注力 

7．障害年金
で数珠つな
ぎの依頼 
受給者が紹介

した知人がま

た紹介して…

８．事務所の 
リーフレット 
作成・活用  
社労士法人事

務所の特長を 

アピール 

2023 年 
 

６．かわちのセン 
ター会員３０名に 
労働保険事務組合

認可へ大きく前進

10 大ニュース 
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障
害
者
を
巡
る
制
度
が
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き
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変
わ
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中
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編

集

後
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▼
写
真
ア
ル
バ
ム
䣓
東
大
阪
市
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１
０
０
年
䣔
が
出
版
さ
れ
䣍
先
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予
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懐
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光
景
䣍
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な
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速
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▼
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ぶ
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憶
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記
録
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残
る
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䣻
䤀
ス
が
続

き
ま
し
た
䣎
来
年
は
ど
ん
な
出
来

事
に
遭
遇
で
き
る
で
し
䣯
う
か
䣎

だから映画はおもしろい 
   ｖol.55  

月 
                 

                     （2023 年、日本） 

●記憶に新しい「津久井やまゆり園事件」を

題材にした辺見庸の同名小説を石井裕也監督

が映画化しました。 

●山奥の障害者施設で働く元作家の洋子（宮

沢りえ）が入所者と関わっていく中で、職員

が入所者に暴力を振るっているという現実に

直面する。それを許せない青年職員のさとく

ん（磯村勇斗）は怒りと共に「正義感（使命

感）」を膨らませていき、ついに「今夜、障

害者を殺すよ。この国の平和のために」と言

い放ち、衝撃的な行動に出る。 

●この映画は社会全体が見て見ぬふりをして

きた不都合な問題を映像の力で「可視化」し

観客に突きつけてきます。否が応でも考えさ

せられるという感じです。 

実際の事件があった当時、障害者差別・偏

見の横行を問題にすることはあっても、「優

生思想」そのものを深く論じることは憚られ

たように感じます。賛否を問う以前に、取り

上げたくないテーマだからです。出生前診断

と中絶率の問題など、当事者でなければ判断

がつかない問題であることも確かです。 

●筆者はかつてハンセン病問題に心を動かさ

れ、多くの書籍を読み、映画（「熊笹の遺

言」など）も見て、旧優生保護法の誤りを知

りました。優生思想に基づいてハンセン病患

者に強制された隔離や断種・堕胎の施策につ

いては、国の誤りが断罪されています。 

●時間はかかっても、優生思想と向き合い、

どう乗り越えていくかを考えることが求めら

れるのだと思います。この映画は、そのこと

を問題提起しているのです。 
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